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 雨上がりの園庭や公園はダンゴムシやカタツムリなどが沢山いて、子どもたちにとってはとても楽しい日の

ようです♪気づくとお皿にたくさんのダンゴムシを入れて、宝物のように歩いている姿が可愛らしいです。ま

だまだ寒暖差がありますが、体調に気をつけながら梅雨を乗り越えたいと思います。 

 食後に鏡を見て歯みがきをしています。「む

しば、ないかな～」と確認している子、鏡が

楽しくて自分の顔をじっとみている子など、

色々な子がいます。中には、歯みがきではな

く、歯固めのように噛んでいる子もいるので、

改めて歯を磨くことの大切さを伝えました。 

食育 
 給食の時間になると、自分でお支度をし

ています。お支度を終わった子から、ティッ

シュを用意してくれる子も増えてきまし

た。最近では、お皿の置き方を意識するよう

になってきました。お皿の置き方表を見な

がら「ここはごはんだね」「おかずはここ！」

と、友だち同士で確認し合っている姿も見

られました。食事へのマナーも少しずつ伝 

えていきたいと思います。 

 砂遊びや虫探しが大好きな子どもたちです

が、爪が伸びていると砂が入り、汚れが見られ

る場合があります。まだまだ指を口に入れてし

まう子も多いので、こまめな爪チェックをお願

いします。また、友だち同士の怪我を防ぐ 

ためにも、お忙しいとは思いますが、 

よろしくお願いします。 

ことば 
 お友だちとの関わりが多い分、まだまだ口調

が強くなってしまう子が多いです。そのため「な

んでかしてくれないの！」「いまつかってる！」

など、遊びの中でのことばのトラブルが起きて

います。その都度保育者が仲立ちをして、双方

の意見を受け止めながら解決できるようにして

います。つい玩具を使いたい気持ちが先走って

しまいますが、そこを一度落ち着いてから優し

い口調で伝えられるように関わっています。ま

た、大人が話をしていることを子どもたちはよ

く聞いているので、私たち自身も口調や言葉に

気をつけながら関わっています。成長していく

中で少しずつ自分たちで解決できるよう、これ

からも見守っていきたいと思います。 


